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平 成平 成平 成平 成 1 41 41 41 4 年 度年 度年 度年 度     第第第第 4444 回 理 事 会 抄 録回 理 事 会 抄 録回 理 事 会 抄 録回 理 事 会 抄 録     
 
日 時 ： 平 成 1 4 年 1 0 月 1 9 日 （ 土 ） Ｐ Ｍ 1 3 : 0 0 ～ 1 7 : 0 3  
場 所 ：（ 社 ） 日 本 作 業 療 法 士 協 会  7 階  会 議 室  
出 席 ： 杉 原 （ 会 長 ）、 佐 藤 （ 剛 ）、 中 村 （ 春 ）（ 副 会 長 ）、

荻 原 （ 事 務 局 長 ）、 冨 岡 、 長 谷 川 、（ 監 事 ）、 香 山 、 日

垣 、 曳 地 、 比 留 間 、 深 川 （ 常 務 理 事 ）、 岩 瀬 、 大 丸 、

片 岡 、 長 尾 、 山 本 （ 理 事 ）、 石 塚 、 小 林 、 東 、 松 房 、

星 、 早 川 （ 宏 ）（ 部 ・ 委 員 長 ）、 大 嶋 （ 士 会 連 絡 協 議

会 長 ）  
            
Ⅰ 審 議 事 項Ⅰ 審 議 事 項Ⅰ 審 議 事 項Ⅰ 審 議 事 項     
１ ．１ ．１ ．１ ．     生 涯 教 育 シ ス テ ム （ 案 ） に つ い て生 涯 教 育 シ ス テ ム （ 案 ） に つ い て生 涯 教 育 シ ス テ ム （ 案 ） に つ い て生 涯 教 育 シ ス テ ム （ 案 ） に つ い て （ 小 林 教 育 部 長 ）  

現 行 制 度 の 問 題 点 を 見 直 し 、 生 涯 教 育 基 礎 コ ー ス と 生

涯 教 育 専 門 コ ー ス を 生 涯 教 育 制 度 の 基 本 と す る 。 基 礎

コ ー ス で は 必 須 研 修 と し て 新 人 教 育 プ ロ グ ラ ム と し て

1 5 テ ー マ（ 2 年 間 程 度 を 目 指 す ）、改 編 Ａ コ ー ス と し て

身 体 障 害 、 精 神 障 害 、 発 達 障 害 、 老 年 期 障 害 の 4 領 域

の う ち よ り 自 分 の 専 門 領 域 を 受 講 。自 由 選 択 と し て 5 0

ポ イ ン ト 取 得 。 基 礎 コ ー ス 終 了 後 、 生 涯 教 育 専 門 コ ー

ス を 受 講 。 専 門 研 修 、 認 定 研 修 、 症 例 報 告 等 。 コ ー ス

終 了 後 認 定 作 業 療 法 士 （ × × 領 域 ） と し て 認 定 す る 。

基 礎 コ ー ス の 5 0 ポ イ ン ト 取 得 を 継 続 す る 問 題 、新 人 教

育 プ ロ グ ラ ム 審 査 基 準 に つ い て 等 課 題 も あ る 生 涯 教 育

シ ス テ ム 資 格 審 査 委 員 会 と 連 携 を 取 り つ つ 、 今 後 さ ら

に 詳 細 に つ い て 検 討 を 重 ね て 詰 め て い く 。 こ の シ ス テ

ム を 大 枠 と し て 了 承 し た 。     → 承 認  

 

２ ． 社 会 保 険 診 療 報 酬 改 定 に 関 す る 協 会 意 見 に つ い て２ ． 社 会 保 険 診 療 報 酬 改 定 に 関 す る 協 会 意 見 に つ い て２ ． 社 会 保 険 診 療 報 酬 改 定 に 関 す る 協 会 意 見 に つ い て２ ． 社 会 保 険 診 療 報 酬 改 定 に 関 す る 協 会 意 見 に つ い て （ 東

保 険 部 長 ）① 早 期 加 算 に お け る Ａ Ｄ Ｌ 加 算 の 適 応 ②「 リ

ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 総 合 実 施 計 画 書 」の 見 直 し ③ 1 8 単 位

制 導 入 の 影 響 へ の 配 慮 ④ 維 持 期 対 象 者 の 取 り 扱 い ⑤ 厚

生 労 働 大 臣 が 定 め る 患 者 と し て 実 質 必 要 な 疾 患 ⑥ 訪 問

リ ハ の 整 備 拡 充 の 6 点 に つ い て 意 見 を 提 出 。 文 章 を 簡

潔 に し 、読 み や す い 体 裁 に 整 え て 三 役 会 に 提 案 し た 後 、

厚 生 労 働 大 臣 に 提 出 す る 。   → 承 認  

                                                                                                   

３ ．３ ．３ ．３ ．     介 護 報 酬 見 直 し に 関 す る 協 会 意 見 に つ い て介 護 報 酬 見 直 し に 関 す る 協 会 意 見 に つ い て介 護 報 酬 見 直 し に 関 す る 協 会 意 見 に つ い て介 護 報 酬 見 直 し に 関 す る 協 会 意 見 に つ い て （ 東 保 険 部

長 ） ① 居 宅 サ ー ビ ス ② 施 設 入 所 サ ー ビ ス ③ 介 護 予 防 ・

健 康 づ く り 事 業 ④ 身 体 拘 束 廃 止 に 向 け た 取 組 の 強 化 ⑤
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痴 呆 性 高 齢 者 対 策 の 5 点 に つ い て 意 見 を 提 出 す る 。 福

祉 用 具 指 定 品 目 の 見 直 し 、 医 療 機 関 入 退 院 時 に お け る

福 祉 用 具 貸 与 ・ 購 入 等 に 対 す る 配 慮 等 に つ い て 意 見 が

出 さ れ た 。 大 枠 に つ い て 了 承 。  → 承 認            

 
４ ．４ ．４ ．４ ．     役 員 選 挙 に つ い て役 員 選 挙 に つ い て役 員 選 挙 に つ い て役 員 選 挙 に つ い て （ 星 選 挙 管 理 委 員 長 、 松 房 規 約 委

員 長 ） 郵 送 投 票 を 実 施 。 日 程 と し て 3 / 2 5 公 示 、 4 / 1 4
立 候 補 締 切 、 5 / 2 4 投 票 締 切 、 会 長 選 挙 に お い て 有 効 投

票 の 過 半 数 に 達 し た 者 が い な い 場 合 、 6 / 1 4 再 投 票 締 切 。

6 / 1 5 開 票 と す る 。 選 挙 人 名 簿 は 3 月 2 5 日 付 会 員 。 郵

送 投 票 実 施 に 伴 っ て 定 款 施 行 規 則 第 3 章 1 6 , 1 8 , 2 1 , 2 2 ､
2 4 条 を 改 訂 す る 。   → 承 認  

 

５ ．５ ．５ ．５ ．     平 成平 成平 成平 成 1 51 51 51 5 年 度 主 要 目 標 に つ い て年 度 主 要 目 標 に つ い て年 度 主 要 目 標 に つ い て年 度 主 要 目 標 に つ い て （ 中 村 （ 春 ） 副 会 長 ）

企 画 調 整 委 員 会 よ り の 案 を 説 明 。 新 規 事 業 と し て ① 作

業 療 法 実 践 に お け る 事 故 防 止 マ ニ ュ ア ル の 作 成 ② 認 定

作 業 療 法 士 制 度 の 創 設 ③ 作 業 療 法 教 育 連 絡 会 の 創 設 に

向 け て の 準 備 ④ 新 た な 役 員 選 挙 方 法 の 施 行 ⑤ 役 員 任 期

の 検 討 ⑥ 保 健 福 祉 部 の 創 設 ⑦ 作 業 療 法 の 社 会 ニ ー ズ 調

査 の 体 制 整 備 。意 見 を 企 画 調 整 委 員 会 に 寄 せ て も ら い 、

意 見 を 集 約 し た 上 で 1 2 月 理 事 会 に お い て 検 討 す る 。  

   → 継 続 審 議   

 

６ ．６ ．６ ．６ ．     平 成平 成平 成平 成 1 51 51 51 5 年 度 予 算 概 要 に つ い て年 度 予 算 概 要 に つ い て年 度 予 算 概 要 に つ い て年 度 予 算 概 要 に つ い て（ 石 塚 財 務 部 長 ） 平 成

1 5 年 度 予 算 枠 に つ い て 説 明 。 各 部 、 各 委 員 会 で 検 討 の

上 、 1 2 月 理 事 会 で 討 議 す る 。   → 継 続 審 議  

 

７ ．７ ．７ ．７ ．     都 道 府 県 連 絡 協 議 会 の 要 望 に つ い て都 道 府 県 連 絡 協 議 会 の 要 望 に つ い て都 道 府 県 連 絡 協 議 会 の 要 望 に つ い て都 道 府 県 連 絡 協 議 会 の 要 望 に つ い て （ 大 嶋 士 会 連 絡

協 議 会 長 ）生 涯 教 育 シ ス テ ム に 関 し て の 役 割 の 明 確 化 、

研 修 会 開 催 に つ い て 、 双 方 向 の 情 報 の 交 換 、 臨 床 で す

ぐ 使 え る 技 術 講 習 会 交 流 セ ミ ナ ー の 開 催 等 に つ い て

1 2 項 目 の 要 望 、 意 見 が 述 べ ら れ た 。   → 承 認  

 

８ ．８ ．８ ．８ ．     そ の 他そ の 他そ の 他そ の 他 （ 岩 瀬 理 事 ） 白 書 委 員 会 に つ い て 立 ち 上 げ 時

期 に つ い て 検 討 す る 。    → 承 認     

 

Ⅱ 報 告 事 項Ⅱ 報 告 事 項Ⅱ 報 告 事 項Ⅱ 報 告 事 項     
１ ．１ ．１ ．１ ．     養 成 校 学 生 か ら の 意 見 に つ い て養 成 校 学 生 か ら の 意 見 に つ い て養 成 校 学 生 か ら の 意 見 に つ い て養 成 校 学 生 か ら の 意 見 に つ い て （ 杉 原 会 長 ） 関 東 近 県

の ２ 養 成 校 の 学 生 よ り 、 教 員 数 の 不 足 、 授 業 内 容 の 不

備 、 暴 言 等 々 に つ い て の 意 見 が 寄 せ ら れ た 。 両 事 案 に
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つ い て 県 士 会 と 話 し 合 い を 持 っ た 。 1 校 に つ い て は 国

の 指 導 で 1 0 月 に 教 員 2 名 増 員 、年 度 末 ま で に 基 準 を 満

た す 予 定 。 も う 1 校 に つ い て は 、 先 ず 、 県 士 会 に 現 状

の 把 握 を 依 頼 し た 。 こ の よ う な 場 合 、 士 会 と 協 会 と の

連 絡 を 密 に し 、 双 方 の 役 割 分 担 を 確 認 し な が ら 対 処 し

て い く 。  
 
２ ．２ ．２ ．２ ．     教 育 部 報 告 （ 全 書 Ｃ Ｉ Ｆ 導 入 に つ い て ）教 育 部 報 告 （ 全 書 Ｃ Ｉ Ｆ 導 入 に つ い て ）教 育 部 報 告 （ 全 書 Ｃ Ｉ Ｆ 導 入 に つ い て ）教 育 部 報 告 （ 全 書 Ｃ Ｉ Ｆ 導 入 に つ い て ） 教 育 部 よ り

書 面 報 告 。 Ｗ Ｈ Ｏ に よ る 国 際 障 害 分 類 が Ｉ Ｃ Ｉ Ｄ Ｈ か

ら Ｉ Ｃ Ｆ に 移 行 す る の に 伴 い 、 記 述 を 全 体 的 に 見 直 す

必 要 は な い が 、 全 書 の Ｉ Ｃ Ｉ Ｄ Ｈ に つ い て の 解 説 部 分

に 補 足 説 明 を 加 え る 。  
 
３ ．３ ．３ ．３ ．     そ の 他そ の 他そ の 他そ の 他  

（ 比 留 間 理 事 ） ① 新 障 害 者 基 計 画 骨 子 が 検 討 さ れ て い る

（ 内 容 に つ い て は 内 閣 府 の Ｈ Ｐ に 掲 載 ）。 意 見 が あ れ ば

1 0 月 2 9 日 ま で に 事 務 局 へ 出 し て ほ し い 。 ② 支 援 費 制 度

の 特 別 セ ミ ナ ー が 1 0 月 ～ 1 1 月 に 開 催 さ れ る 。  

（ 香 山 理 事 ）社 会 福 祉 医 療 事 業 団 の 1 5 年 度 助 成 金 事 業 申

請 に 事 業 部 と 痴 呆 に 対 す る 作 業 療 法 検 討 委 員 会 で 検 討

の 結 果 、 痴 呆 の 家 族 と 介 護 者 支 援 事 業 を 申 請 。 今 後 ヒ

ヤ リ ン グ が 行 わ れ る 。                    


